
守
�抜�り�こ�う�

〜
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
製
作
〜
大
好
評
�

産
業
安
全
運
動
一
〇
〇
年
記
念

親
子
木
工
教
室
・
上
棟
式
の
実
演

十
月
は
住
生
活
月
間
で
す
。
長
崎
県
と
長
崎
県
ゆ
と
り
あ
る

住
ま
い
づ
く
り
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る
「
２
０
１
１
ま
ち
づ

く
り
総
合
住
宅
フ
ェ
ア
」
に
、
�
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会
と

建
設
長
崎
が
協
賛
し
、
長
崎
会
場
・
佐
世
保
会
場
（
十
月
九
日

島
瀬
公
園
）・
島
原
会
場（
十
月
十
六
日
鯉
の
泳
ぐ
ま
ち
周
辺
）

で
、
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

２２００１１１１ままちちづづくくりり総総合合住住宅宅フフェェアア

長
崎
会
場

長
崎
会
場
は
、
二
十
二
日
�

〜
二
十
三
日
�
の
二
日
間
、
夢

彩
都
横
の
お
く
ん
ち
広
場
で
開

催
し
ま
し
た
。

主
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
二

十
二
日
に
は
琉
球
國
祭
太
鼓

「
エ
イ
サ
ー
」
や
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
グ
ル
ー

ヴ
ィ
ー
・
ケ
イ
・
モ
ー
シ
ョ

ン
」、
二
十
三
日
に
は
梅
香
崎

中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
、
長
崎

出
身
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

S
exy

B
aby

オ
ン
ス
テ
ー
ジ

が
行
わ
れ
、
大
変
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
多
く

の
観
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

出
展
団
体
と
し
て
、
�
長
崎

県
中
小
建
設
業
協
会
と
建
設
長

崎
は
合
同
で
、
上
棟
式
（
も
ち

ま
き
）・
耐
震
実
演
・
親
子
木

工
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
、

親
子
木
工
教
室
で
は
、
小
さ
な

子
供
さ
ん
達
に
大
工
さ
ん
と
い

う
職
業
に
興
味
を
持
っ
て
貰
お

う
と
、
プ
ロ
で
あ
る
協
会
員
・

組
合
員
さ
ん
と
一
緒
に
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
を
製
作
し
、
出

店
ブ
ー
ス
の
中
で
も
一
番
の
賑

わ
い
を
見
せ
大
好
評
で
し
た
。

長
引
く
建
設
不
況
に
よ
り
、

建
設
業
に
入
職
す
る
若
手
技
能

者
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

子
供
達
が
大
変
楽
し
そ
う
に
カ

ナ
ヅ
チ
を
叩
い
て
い
る
様
子
を

見
て
、
大
き
く
な
っ
た
ら
大
工

さ
ん
に
な
り
た
い
と
言
っ
て
貰

え
る
の
で
は
な
い
か
と
希
望
が

持
て
る
大
変
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。

全
建
総
連
第
五
十
二
回
定
期

大
会
が
、
十
月
十
九
日
か
ら
二

十
一
日
の
三
日
間
、「
香
川
県

県
民
ホ
ー
ル
」
で
全
国
か
ら
一

三
五
〇
名
の
仲
間
が
集
い
、
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

田
村
豪
勇
中
央
執
行
委
員
長

が
「
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に

な
っ
た
仲
間
に
対
し
、
お
見
舞

い
と
激
励
を
い
た
だ
い
た
。
多

く
の
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

建
設
不
況
の
な
か
、
仲
間
の
助

け
合
い
で
拡
大
運
動
に
全
国
の

仲
間
が
一
つ
に
な
っ
て
取
り
組

も
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
来
賓
と

し
て
知
事
、
市
長
、
各
政
党
代

表
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
第

五
十
一
年
度
経
過
報
告
・
財
政

決
算
報
告
・
会
計
監
査
報
告
が

あ
り
、
第
五
十
二
年
度
の
運
動

方
針
・
会
計
予
算
各
案
の
提
案

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
十
一
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
議
案
に
つ
い
て
の

討
議
が
行
わ
れ
、
建
設
長
崎
か

ら
九
名
の
代
議
員
と
一
般
参
加

七
名
も
各
専
門
部
に
分
か
れ
て

参
加
し
ま
し
た
。

三
日
目
は
全
体
会
議
の
中
で
、

前
日
に
行
わ
れ
た
分
科
会
の
報

告
と
、
質
疑
・
応
答
の
後
、
第

五
十
二
年
度
の
運
動
方
針
、
予

算
各
案
を
原
案
通
り
採
決
。

「
震
災
復
興
支
援
、
組
織
を

増
勢
さ
せ
、
仕
事
・
く
ら
し
・

建
設
国
保
を
守
り
抜
こ
う
」
と

し
た
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
表
彰
で
は
建
設
長
崎
副

委
員
長
の
丸
田
勉
さ
ん
が
、
功

労
者
表
彰
を
受
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
建
総
連
の
新
年
度
の
役
員

選
出
で
は
、
巻
田
幸
正
新
中
央

執
行
委
員
長
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
田
村
前
委
員
長
に
対
し
て

は
功
労
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
建
設
長

崎
の
相
川
哲
男
執
行
委
員
長
は
、

中
央
執
行
委
員
に
再
任
。

佐
世
保
会
場

佐
世
保
会
場
は
島
瀬
公
園
で

の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

買
い
物
途
中
の
人
な
ど
終
日
多

く
の
方
々
が
会
場
を
訪
れ
ま
し

た
。建

設
長
崎
で
は
、
棟
上
げ
、

耐
震
実
演
、
す
の
こ
作
り
体
験
、

竹
ト
ン
ボ
作
り
、
鉢
花
販
売
と

大
人
か
ら
子
供
ま
で
参
加
で
き

る
多
彩
な
催
し
を
準
備
し
、
ま

た
参
加
し
た
方
全
員
が
記
念
品

を
も
ら
え
る
丸
太
切
り
や
ク
ギ

打
ち
競
争
、
大
好
評
の
も
ち
ま

き
な
ど
も
行
い
大
変
賑
わ
い
ま

し
た
。

震震震震震震震震震
災災災災災災災災災
復復復復復復復復復
興興興興興興興興興
支支支支支支支支支
援援援援援援援援援
、、、、、、、、、組組組組組組組組組
織織織織織織織織織
増増増増増増増増増
勢勢勢勢勢勢勢勢勢
、、、、、、、、、

仕仕仕仕仕仕仕仕仕
事事事事事事事事事
・・・・・・・・・
くくくくくくくくく
ららららららららら
ししししししししし
・・・・・・・・・
建建建建建建建建建
設設設設設設設設設
国国国国国国国国国
保保保保保保保保保
ををををををををを

■
中
央
執
行
委
員
に

相
川
執
行
委
員
長
再
任

■
功
労
者
表
彰

丸
田
勉
副
委
員
長

長
崎
県
産
業
安
全
衛
生
大
会
開
催
さ
れ
る

―
労
災
事
故
撲
滅
を
確
か
め
合
う
―

十
月
十
九
日
�
午
後
一
時
〜

諫
早
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お

い
て
長
崎
県
産
業
安
全
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
安
全
大
会
は
長
崎
労
働

局
が
後
援
で
、
長
崎
県
労
働
災

害
防
止
団
体
連
絡
協
議
会
が
主

催
し
て
開
催
さ
れ
建
設
長
崎
か

ら
も
参
加
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
、
安
全

衛
生
運
動
が
始

ま
っ
て
、
一
〇
〇

年
を
迎
え
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
安

全
運
動
に
取
り
組

む
と
の
挨
拶
が
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
下
各
地
か
ら
総

勢
四
五
〇
名
の
参
加
で
、
各
種

表
彰
や
長
崎
労
働
局
健
康
安
全

課
長
の
「
労
働
安
全
衛
生
行
政

の
動
向
に
つ
い
て
」
の
講
演
や

「
南
蔵
院
」
住
職
の
「
心
豊
か

に
生
き
る
」
と
題
し
て
の
講
演

が
あ
り
、
皆
さ
ん
真
剣
に
聞
き

い
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
を
契
機
に
各
事
業
所

で
安
全
に
対
す
る
姿
勢
を
正
し

労
災
事
故
撲
滅
に
邁
進
す
る
事

を
お
互
い
確
か
め
合
っ
て
閉
会

致
し
ま
し
た
。

（
石
田
）
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佐世保会場

長崎会場

第第５５２２回回 全全建建総総連連大大会会
―全国から１，３５０人の仲間が集まる―

香川県
高松市

11

田村氏から巻田新委員長へ
全建総連中央執行委員長

県下各地より４５０人が参加
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前
田
副
委
員
長
の

開
会
挨
拶
の
あ
と
、

長
崎
市
内
青
年
部
の

手
に
よ
り
大
会
旗
が

場
内
を
一
周
し
、メ

イ
ン
ポ
ー
ル
に
高
々

と
掲
揚
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、聖
火
が
入
場
。
聖
火

ラ
ン
ナ
ー
は
佐
世
保
東
支
部
青

年
部
長
の
田
中
光
輝
さ
ん
が
行

い
、
聖
火
台
に
赤
々
と
点
火
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
大
会
実
行

委
員
長
の
相
川
委
員
長
が
あ
い

さ
つ
を
行
い
、
続
い
て
来
賓
の

挨
拶
と
紹
介
、
祝
電
披
露
、
昨

年
の
優
勝
旗
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

返
還
さ
れ
ま
し
た
。

選
手
宣
誓
で
は
佐
世
保
中
央

支
部
青
年
部
長
の
瀬
尾
恒
太
さ

ん
が
笑
顔
で
力
強
く
行
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
競
技
上
の
注
意

を
北
村
副
委
員
長
か
ら
受
け
、

そ
の
後
、
準
備
体
操
で
身
体
を

ほ
ぐ
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
一
番
の

幼
稚
園
、
小
学
生
に
よ
る
徒
競

走
で
競
技
開
始
。
技
能
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
ど
の
競
技
や
、各
種

リ
レ
ー
の
予
選
が
午
前
中
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

昼
食
時
の
テ
ン
ト
の
中
で
は
、

弁
当
を
囲
ん
で
親
睦
を
深
め
る

和
や
か
な
光
景
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
恒
例
の
福
引
も
次
々
と
特

賞
が
飛
び
出
し
大
盛
況
で
し
た
。

午
後
か
ら
は
恒
例
の
ム
カ
デ

競
争
、
飴
食
い
競
争
、
ケ
ツ
圧

競
争
、
玉
入
れ
な
ど
が
行
わ
れ
、

最
後
の
各
リ
レ
ー
決
勝
戦
で
は

支
部
の
応
援
に
も
熱
が
入
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

全
て
の
競
技
が
終
了
し
、
表

彰
式
の
あ
と
相
川
執
行
委
員
長

よ
り
「
秋
晴
れ
の
下
、
皆
さ
ん

の
元
気
な
笑
顔
を
見
て
た
ら
、

厳
し
い
中
で
も
、
運
動
の
推
進

に
自
信
が
持
て
ま
す
」
と
講
評

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
�
谷

副
委
員
長
よ
り
、「
こ
の
感
動

と
団
結
を
今
後
の
行
動
に
結
び

つ
け
よ
う
」
と
閉
会
挨
拶
。

最
後
に
、参
加
者
全
員
で「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」を
三
唱
し
運
動

会
を
閉
会
し
ま
し
た
。（
井
関
）

十
月
十
六
日
�
前
日
の
雨
も
あ
が
り
、

さ
わ
や
か
に
晴
れ
渡
っ
た
秋
晴
れ
の
も

と
、
長
崎
市
琴
海
長
浦
町
の
「
琴
海
中

部
グ
ラ
ン
ド
」で「
建
設
長
崎
組
合
員
・

家
族
慰
安
大
運
動
会
」
が
開
催
さ
れ
、

県
下
各
地
か
ら
大
勢
の
組
合
員
・
家
族

の
参
加
で
各
競
技
と
も
お
お
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。

諫早支部 岡田ツギ子さん
（スチームオーブン）

浦上西支部 小川まよさん
（デジタルカメラ）

中央支部 岩永まさおみさん
（ホットプレート）

佐世保東支部 田中光子さん
（ホームベーカリー）

建
設
長
崎

組
合
員
・
家
族
慰
安

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

大大
運運
動動
会会

福
引
・
特
賞
当
り
ま
し
た

２０１１

相川委員長あいさつ

大会旗入場

田中光輝さん（佐世保東支部）聖火

選手宣誓 瀬尾恒太さん（佐世保中央支部）

福引抽選の様子

県県下下各各地地かからら

８８３３８８名名がが
集集うう��

技能オリンピック

△仕上げは任せて

△最初が肝心だ

△う～ん、なるほど…

団結ガンバロウ！

釘
打
ち
は
お
て
の
も
の
！

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５７号 ２�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）１１月１５日発行



〔優 勝〕 西彼支部
〔準優勝〕 島原支部
〔３ 位〕 諫早支部

〔優 勝〕 佐世保中央支部
〔準優勝〕 諫早支部
〔３ 位〕 佐世保北支部

〔優 勝〕 大浦支部
〔準優勝〕 佐世保北支部
〔３ 位〕 西彼支部

支部主婦会対抗リレー 支部青年部対抗リレー 支部対抗リレー

福
引
競
走

転んでも泣かないぞ～
徒競走

ムカデ競争 負けないゾ～

△やった～

プ
ラ
チ
ナ
友
の
会
全
員
集
合

出番はまだ？

△もう少しだよ

応援合戦に熱が入る

平均台何のその

組組
織織
のの
総総
結結
集集
をを
図図
りり
近近
未未
来来
にに
繋繋
げげ
よよ
うう

△うちの可愛い孫も

小麦粉何のその！ 飴食い競争

風船をケツ圧で割りまくる

お昼だよ子供達全
員集合

△意気あってますか どうかな？

△△ううんんととここ、、どどっっここいいししょょ

障害物競争

▽仲良く行こや

玉玉入入れれ

スタート

競って

ゴール

くくぐぐるるののはは任任せせろろ

△２人で仲良く

あつまれ元気っ子
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諫
早
支
部

市
南
支
部

県
北
主
婦
会

北
松
支
部

十
月
二
十
七
日
�
爽
や
か
な

秋
晴
れ
の
下
、
建
設
長
崎
本
部

主
婦
会
日
帰
り
旅
行
会
が
諫
早

市
高
来
町
の
「
い
こ
い
の
村
長

崎
」
で
開
催
さ
れ
、
県
下
十
五

支
部
よ
り
一
〇
二
名
の
主
婦
会

の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

「
い
こ
い
の
村
」
に
行
く
途

中
で
、「
干
潟
レ
イ
ン
ボ
ー
パ
ー

ク
」
に
立
ち
寄
り
、
満
開
の
コ

ス
モ
ス
畑
を
見
学
し
、
公
園
内

の
直
売
所
で
は
、
旬
の
果
物
や

新
米
な
ど
、
地
元
の
物
産
品
を

購
入
す
る
事
で
き
、
皆
さ
ん
満

足
し
な
が
ら
会
場
へ
と
向
か
い

ま
し
た
。

馬
場
副
会
長
の
開
会
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
岡
�
会
長
、
相
川

執
行
委
員
長
よ
り
あ
い
さ
つ
を

受
け
、
北
村
副
委
員
長
の
乾
杯

の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り
、

恒
例
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
で

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
そ
の

後
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
温
泉
で
そ

れ
ぞ
れ
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。最
後
は
全
員
で「
河

内
お
と
こ
節
」
を
踊
っ
て
、
渡

邉
副
会
長
の
閉
会
の
挨
拶
で
旅

行
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

（
掘
川
）

住
宅
デ
ー

〜
森
山
町
「
よ
ら
ん
ね
祭
り
」
に
協
賛
〜

前
日
の
天
気
予
報
を
裏
切
る

冷
た
い
秋
雨
が
降
り
つ
け
る
十

月
三
十
日
�
、
諫
早
支
部
で
は

森
山
町
の
「
よ
ら
ん
ね
祭
り
」

に
協
賛
し
、
森
山
ふ
れ
あ
い
広

場
で
住
宅
デ
ー
を
二
十
四
名
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

準
備
の
段
階
か
ら
時
折
激
し

い
雨
に
降
ら
れ
る
中
で
の
開
催

と
な
っ
た
今
回
は
、
例
年
よ
り

若
干
来
場
者

は
少
な
か
っ

た
よ
う
で
す

が
、
そ
の
ぶ

ん
一
本
一
本

丁
寧
に
包
丁

を
研
い
で
ま

し
た
。
ま
た
、

当
日
は
足
元

の
悪
い
中
で

し
た
が
会
場

内
に
お
い
て
、

主
婦
会
の
皆

さ
ん
に
協
力
を
頂
き
、
賃
金

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
を
行
っ
て

い
た
だ
き
宣
伝
活
動
に
努
め
ま

し
た
。
テ
ン
ト
の
前
に
は「
カ

カ
シ
の
ヤ
ス
オ
君
」
ら
が
今
年

も
据
え
ら
れ
雨
に
打
た
れ
な
が

ら
、
こ
ち
ら
も
建
設
長
崎
の
宣

伝
に
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

森
山
町
が
主
体
と
な
っ
て
行

わ
れ
て
い
る
こ
の
祭
り
に
は
、

い
ろ
ん
な
ブ
ー
ス
で
森
山
分
会

の
組
合
員
や
家
族
の
皆
さ
ん
が

参
加
さ
れ
て
お
り
、
支
部
の
テ

ン
ト
と
行
き
来
し
な
が
ら
町
内

の
ブ
ー
ス
と
掛
け
持
ち
で
忙
し

い
中
に
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽

し
ん
で
い
る
姿
が
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

住
宅
デ
ー
が
一
段
落
す
る
と

場
所
を
支
部
長
の
作
業
場
に
移

し
て
、
楽
し
み
の
『
お
疲
れ
様

会
』
の
ス
タ
ー
ト
。
今
度
は
仲

間
内
の
親
睦
を
よ
り
深
め
る
た

め
に
辺
り
が
暗
く
な
る
ま
で
楽

し
い
団
欒
の
一
時
を
過
ご
し
て

終
了
し
ま
し
た
。

（
大
賀
）

「いこいの村長崎」
～１０２名が集い、楽しいひと時～

旅
行
会

〜
大
分
県
へ
四
年
ぶ
り
の
支
部
旅
行
〜

市
南
支
部
で
は
、
十
月
二
十

九
日
・
三
十
日
、
四
年
ぶ
り
と

な
る
支
部
旅
行
を
実
施
。
全
体

二
十
八
名
の
参
加
で
、
小
雨
の

降
る
な
か
一
路
大
分
県
へ
。

一
日
目
は
青
の
洞
門
を
見
学

後
、
昼
食
を

済
ま
せ
、
豊

後
高
田
の

「
昭
和
の

町
」
を
見
学
。

ガ
イ
ド
さ
ん

と
と
も
に
街

並
み
の
散
策

や
、
夢
博
物

館
で
は
多
く

の
展
示
物
が

昭
和
三
十
年

代
以
降
の
物

と
あ
っ
て
童

心
に
か
え
り
、

懐
か
し
そ
う
に
見
学
し
て
い
ま

し
た
。

夜
は
別
府
の
温
泉
で
ゆ
っ
く

り
疲
れ
を
と
っ
た
後
、
料
理
を

堪
能
し
な
が
ら
お
酒
と
カ
ラ
オ

ケ
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

二
日
目
は
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

工
場
へ
。
お
楽
し
み
の
ビ
ー
ル

の
試
飲
で
喉
を
潤
し
た
後
、
少

し
早
め
の
昼
食
。
最
後
に
味

噌
・
醤
油
蔵
に
立
ち
寄
り
、
バ

ス
ガ
イ
ド
さ
ん
お
薦
め
の
醤
油

を
手
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

今
回
、
あ
い
に
く
の
空
模
様

で
し
た
が
、
日
頃
を
忘
れ
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。

（
城
下
）

救
命
講
習

〜
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
救
命
講
習
を
受
け
る
〜

平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
日

�
佐
世
保
市
中
央
消
防
署
に
於

て
県
北
総
支
部
主
婦
会
十
九
名

で
応
急
手
当
の
講
習
を
受
け
ま

し
た
。
実
際
に
デ
モ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
用
の
人
形
を
使
っ
て
一

グ
ル
ー
プ
五
名
ず
つ
に
分
か
れ

胸
骨
圧
迫
、
人
工
呼
吸
の
仕
方
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
の
救
命
処

置
の
手
順
を
丁
寧
に
指
導
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
実

習
し
て
み
る
と
思
っ
た
よ
り
体

力
を
必
要
と
し
、
又
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
隊
員
の
方
が
色
々

な
実
例
を
と
り
あ
げ
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
の
三
時
間
で

し
た
。
終
了
後
に
は
普
通
救
命

講
習
の
終
了
証
も
い
た
だ
き
改

め
て
生
命
の

尊
さ
を
実
感

さ
せ
ら
れ
る

貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
皆
様
も

自
分
の
家
族

を
守
る
と
い

う
こ
と
を
意

識
し
て
一
度

受
講
さ
れ
て

は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

（
金
子
嘉
子
）

（
佐
世
保
中

央
支
部
）

鹿
町
分
会
住
宅
デ
ー

〜
鹿
町
文
化
祭
に
協
賛
参
加
〜

十
月
三
十
日

�
、
北
松
支
部

鹿
町
分
会
で
は
、

鹿
町
文
化
祭
に

参
加
し
、
包
丁

研
ぎ
を
行
い
ま

し
た
。

当
日
は
、
昨

年
に
引
き
続
き

雨
模
様
で
、
分

会
長
の
田
中
さ

ん
が
ア
メ
男
で

は
な
い
か
と
話

を
し
な
が
ら
、

文
化
会
館
で
は
、

中
学
生
の
発
表

会
、
体
育
館
で
は
鹿
町
の
皆
さ

ん
が
い
ろ
ん
な
も
の
を
出
展
さ

れ
、
多
く
の
方
た
ち
が
参
加
し

て
ま
し
た
。

組
合
員
さ
ん
も
、
隣
近
所
の

方
か
ら
、
親
戚
の
方
と
顔
見
知

り
の
方
た
ち
ば
か
り
で
、
気
さ

く
に
声
を
掛
け
ら
れ
、
あ
る
方

か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
鰆
の
差

し
入
れ
が
あ
り
、
夜
の
懇
親
会

を
楽
し
み
に
、
包
丁
に
、
鎌
に

と
、
研
い
で
い
ま
し
た
。

今
回
は
三
回
目
と
い
う
事
と
、

広
報
宣
伝
が
功
を
奏
し
た
の
か
、

包
丁
と
鉈
、
鎌
合
わ
せ
て
二
四

五
本
を
組
合
員
十
四
人
で
が
ん

ば
っ
て
研
ぎ
ま
し
た
。

ま
た
、
お
願
い
し
ま
す
と
の

声
も
あ
り
、
無
事
終
了
し
ま
し

た
。

（
渕
上
）

指
導
を
受
け
た
企
業

は
八
年
連
続
で
一
〇
〇

〇
社
を
超
え
ま
し
た
。

一
社
当
た
り
の
是
正
額

は
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
も
の
の
、
労
基
法

に
違
反
す
る
企
業
は
減

ら
な
い
現
実
が
浮
き
彫

り
に
。
一
社
当
た
り
の

支
払
額
は
八
八
九
万
円

で
し
た
。
不
払
い
残
業

代
を
受
け
取
っ
た
労
働

者
は
十
一
万
五
二
三
一

人
で
、
労
働
者
一
人
当

た
り
の
受
け
取
り
額
は

十
一
万
円
で
し
た
。

職場と数字
８年連続千社超え

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

高
谷

義
信

樋
口

義
雄

木
下

忠
明

田
崎

義
光

石
丸

久

中
村

太
司

後
田

博
幸

山
崎

貞
博

上
町

三
男

森
田

友
喜

山
口

吉
信

藤
原

保
弘

樋
口

健
二

辻

継
則

前
田

稔

佐
藤

繁
幸

森
崎

晴
茂

中
尾

守

渡
辺
智
恵
子

石
丸

順
子

田
崎
多
美
子

中
村
真
由
美

辻

百
合
子

上
町

和
子

相
川
委
員
長

田
上
書
記
長

本部主婦会

〈
参
加
者
〉

（
敬
称
略
）

萩
原

正
清

川
久
保

豊

前
田

修
一

川
久
保

修

湯
村

保

筒
井

健
二

坂
中

善
男

池
田

茂
夫

和
田

茂
史

川
久
保
喜
重

近
藤

力
也

田
中

祐
二

松
田

直

中
野

芳
行
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建
設
国
保
へ
の
会
計
検
査
院
実
地
検
査
に
つ
い
て

会
計
検
査
院
か
ら
健
保
除
外

未
承
認
を
指
摘
さ
れ
た
国
保

組
合
が
あ
り
ま
し
た
。

全
国
工
事
業
国
保
組
合
に
お
け
る
無
資
格
者
の

不
正
加
入
問
題
を
受
け
て
、
全
建
総
連
傘
下
の
二

十
二
国
保
組
合
の
う
ち
一
〇
組
合
が
会
計
検
査
院

の
実
地
検
査
を
受
け
、
検
査
時
の
指
摘
事
項
等
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

被
保
険
者
台
帳
等
に
よ
り
、
特
に
問
題
と
な
っ

た
の
が
、
法
人
事
業
所
等
（
従
業
員
五
人
以
上
を

有
す
る
個
人
事
業
所
含
む
）の
健
保
適
用
除
外（
厚

生
年
金
加
入
）
の
承
認
手
続
き
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
る
か
と
い
う
点
で
す
。
実
地
検
査
で
の
主
な

指
摘
事
項
は
次
の
通
り
で
す
。

雇
用
保
険
加
入
者
を

外
注
扱
い

＝

厚
生
年
金
未
適
用
で
指
摘＝

雇
用
証
明
書
（
就
労
証
明

書
）
に
外
注
労
働
者
と
し
て
証

明
を
受
け
て
い
る
組
合
員
に
つ

い
て
、
証
明
を
行
っ
た
事
業
所

に
対
し
て
雇
用
保
険
被
保
険
者

台
帳
の
提
出
を
求
め
、
雇
用
保

険
の
被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る

場
合
は
、
さ
ら
に
労
働
者
名
簿

と
賃
金
台
帳
の
提
出
を
求
め
て
、

検
査
の
結
果
、
雇
用
保
険
被
保

険
者
で
あ
り
な
が
ら
外
注
労
働

者
と
し
て
厚
生
年
金
が
未
適
用

で
あ
っ
た
場
合
、
当
該
組
合
員

は
遡
及
し
て
資
格
喪
失
が
行
わ

れ
た
と
い
う
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

法
人
事
業
主
は

健
保
適
用
除
外
申
請
を

組
合
で
は
、
こ
う
し
た
会
計
検
査
院

の
動
き
が
今
後
も
強
ま
っ
て
く
る
中
、

長
建
国
保
を
守
る
た
め
に
も
資
格
確
認

等
に
つ
い
て
徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
検
査
に
よ
る
指
摘
事
項
等
も

踏
ま
え
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
該
当
す

る
皆
様
に
は
特
段
の
ご
理
解
を
求
め
、

早
急
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

★（
一
）
長
建
国
保
に
個
人
事
業
主（
一

人
親
方
等
）と
し
て
加
入
後
、「
法
人
」

と
な
り
健
保
適
用
除
外
の
承
認
を
受
け

て
い
な
い
法
人
事
業
主
の
方
。

★
（
二
）
常
時
従
業
員
五
人
以
上
を
有

す
る
個
人
事
業
主
。

★
（
三
）
健
保
適
用
除
外
の
承
認
済
事

業
所
で
、
長
建
国
保
の
加
入
者
を
従
業

員
と
し
て
雇
用
し
な
が
ら
も
健
保
適
用

除
外
の
承
認

申
請
を
し
て

い
な
い
法
人

事
業
主
。

★
（
四
）
厚

生
年
金
の
全

喪
届
※
を
提

出
し
た
事
業
所
で
、
そ
の
後
も
再
取
得

せ
ず
、
そ
の
ま
ま
長
建
国
保
に
加
入
し

て
い
る
法
人
事
業
主
の
方
。

→

（
一
）
〜
（
四
）
に
該
当
す
る
事

業
主
の
方
は
早
急
に
年
金
事
務
所
に

対
し
て
健
保
適
用
除
外
の
承
認
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。（
詳
細
は
組
合

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。）

※
全
喪
届
は
、
法
人
解
散
や
廃
業
以
外

の
理
由
で
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の

で
、
過
去
の
経
緯
を
問
わ
ず
健
保
適

用
除
外
の
承
認
を
受
け
て
い
な
い
者

は
組
合
員
資
格
が
な
い
も
の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

★
（
五
）
法
人
か
ら
個
人
事
業
主
（
一

人
親
方
等
）
に
な
っ
た
方
。
会
社
を
解

散
、
又
は
廃
業
さ
れ
た
方
。

→

登
記
簿
謄
本
な
ど
事
実
が
確
認
で

き
る
書
類
を
組
合
に
提
出
し
て
下
さ

い
。

★
（
六
）
健
保
適
用
除
外
の
承
認
を
受

け
て
い
た
長
建
国
保
の
組
合
員
が
事
業

所
を
退
職
し
た
場
合
。

→

厚
生
年
金
資
格
喪
失
届
又
は
厚
生

年
金
喪
失
確
認
通
知
書
の
い
ず
れ
か

の
写
し
組
合
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

▼
ま
ず
は
組
合
へ
ご
連
絡
を

長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る
法
人
事

業
所
等
（
従
業
員
五
人
以
上
を
有
す
る

個
人
事
業
所
含
む
）
で
健
保
適
用
除
外

の
承
認
を
受
け
な
い
場
合
は
、
被
保
険

者
（
組
合
員
）
資
格
が
な
い
者
と
み
な

し
、
規
約
等
に
よ
る
資
格
喪
失
を
行
い

ま
す
。

長
建
国
保
の
健
全
運
営
と
建
設
国
保

を
取
り
巻
く
状
況
等
に
つ
き
ま
し
て
充

分
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
健
保
適
用
除

外
の
承
認
申
請
な
ど
特
段
の
対
応
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
組

合
各
支
部
事
務
所
、
ま
た
は
長
建
国
保

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

�

法
人
で
あ
り
な
が
ら
個
人
と
し
て
加
入
し
て
い
る

�

個
人
と
し
て
加
入
し
た
後
、
法
人
化
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
健
保
適
用
除
外
承
認
を
受
け
て
い
な
い

�

厚
生
年
金
の
全
喪
届
を
提
出
し
た
事
業
所
が
そ
の

後
も
国
保
組
合
に
加
入
し
て
い
る

�

健
保
適
用
除
外
承
認
事
業
所
で
、
雇
用
保
険
を
か

け
て
い
る
従
業
員
を
外
注
扱
い
と
し
て
、
適
用
除

外
の
承
認
申
請
を
し
な
い
ま
ま
国
保
組
合
に
加
入

さ
せ
て
い
る

�

国
保
組
合
加
入
時
、
す
で
に
法
人
で
あ
っ
た
者
を
、

加
入
と
同
時
に
適
用
除
外
の
手
続
き
を
と
っ
た

等
、
こ
れ
ら
の
指
摘
の
結
果
、
指
摘
対
象
と
な
っ
た
組

合
員
に
つ
い
て
は
国
保
組
合
の
資
格
を
最
高
二
年
間
遡

及
し
て
の
喪
失
、
国
保
組
合
と
し
て
は
過
去
五
年
間
ま

で
遡
及
し
て
の
国
庫
補
助
金
の
返
還
と
い
う
厳
し
い
措

置
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
保
適
用
除
外

と
は

健
康
保
険
法
に
よ
り
法
人
事

業
所
等
（
従
業
員
五
人
以
上
を

有
す
る
個
人
事
業
所
含
む
）
に

つ
い
て
は
、
社
会
保
険
（
健
康

保
険
と
厚
生
年
金
加
入
、
各
保

険
料
負
担
は
事
業
主
と
従
業
員

と
の
折
半
）
の
強
制
適
用
事
業

所
と
な
り
、
そ
の
事
業
主
は
年

金
事
務
所
へ
の
届
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

但
し
、
国
保
組
合
に
加
入
後
、

法
人
化
し
た
組
合
員
が
引
き
続

き
国
保
組
合
に
加
入
す
る
場
合

に
限
り
、
所
轄
の
年
金
事
務
所

の
承
認
を
受
け
る
こ
と
で
健
康

保
険
の
適
用
は
除
外
さ
れ
ま
す

が
、
年
金
は
厚
生
年
金
が
強
制

適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
健
保

適
用
除
外
で
す
。

従
っ
て
、
法
人
事
業
所
等
の

事
業
主
組
合
員
（
従
業
員
組
合

員
含
む
）
が
長
建
国
保
へ
の
継

続
加
入
を
す
る
場
合
に
は
、
健

保
適
用
除
外
の
承
認
申
請
を
所

轄
の
年
金
事
務
所
に
対
し
て
行

い
、
同
所
の
承
認
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅
葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉
ののののののののののののののののの
絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶絶
景景景景景景景景景景景景景景景景景
シシシシシシシシシシシシシシシシシ
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黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
と
白
川
郷

〜
佐
世
保
官
公
需
業
者
会
研
修
旅
行
〜

十
月
十
二
日
か
ら
十
四
日
の

三
日
間
、
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

ト
と
白
川
郷
へ
研
修
旅
行
を
総

勢
十
八
名
で
行
い
ま
し
た
。

初
日
は
、
誰
一
人
遅
刻
す
る

こ
と
な
く
、真
っ
暗
の
中
、六
時

二
十
分
に
県
北
総
合
会
館
を
出

発
。
福
岡
空
港
か
ら
中
部
国
際

空
港
へ
と
空
の
旅
を
満
喫
し
な

が
ら
、そ
の
後
バ
ス
に
乗
り
、大

王
わ
さ
び
園

へ
と
向
か
い

ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
お

土
産
を
大
量

購
入
、
生
の

わ
さ
び
を
何

本
も
買
っ
て
、

バ
ス
の
冷
蔵

庫
に
保
管
す

る
様
子
。
旅

行
と
な
る
と

皆
さ
ん
財
布

の
紐
も
緩
み

が
ち
、
あ
っ

と
い
う
間
に
、

ホ
テ
ル
に
到

着
。二

日
目
は
、
メ
イ
ン
の
黒
部

ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
で
す
。
ト

ロ
ー
リ
ー
バ
ス
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
を
乗
り
継
ぎ
、
黒
部
ダ
ム
へ

向
か
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
が
最

大
の
難
関
二
二
〇
段
の
階
段
を

上
ら
な
い
と
絶
景
の
放
水
シ
ー

ン
が
見
ら
れ
な
い
と
あ
っ
て
、

体
重
が
重
い
方
も
、
最
高
齢
八

十
二
歳
の
橋
本
さ
ん
も
頑
張
っ

て
登
ら
れ
ま
し
た
。
苦
労
し
た

甲
斐
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
そ
れ

は
見
事
な
自
然
と
人
工
の
調
和

で
し
た
。
そ
の
後
立
山
へ
と
向

か
い
、
記
念
写
真
。
周
り
に
は

雪
が
あ
ち
こ
ち
あ
り
、
高
い
と

こ
ろ
ま
で
き
た
こ
と
を
実
感
し

つ
つ
、
紅
葉
を
見
な
が
ら
山
を

下
り
ま
し
た
。

三
日
目
は
、
ト
ロ
ッ
コ
列
車

で
、
自
然
を
満
喫
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
寒
い
こ
と
寒
い
こ

と
。
風
を
し
の
ぐ
為
、
皆
さ
ん

体
を
寄
せ
合
い
、
小
さ
く
な
り

な
が
ら
、
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

最
後
は
白
川
郷
で
、
こ
こ
で
は

雨
が
降
り
出
し
、
皆
さ
ん
あ
っ

と
い
う
間
に
見
学
終
了
。
後
は

帰
り
の
飛
行
機
に
間
に
合
う
よ

う
、
休
憩
を
少
し
で
も
減
ら
す

為
、
ビ
ー
ル
を
控
え
な
が
ら
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
三
日
間
で
、

天
気
も
崩
れ
る
こ
と
な
く
、
紅

葉
が
き
れ
い
な
旅
行
で
し
た
。

（
渕
上
）

全国有名ホテル・料亭等
の厳選されたおせち料理
の注文を承ります。

会
計
検
査
院
が
指
摘
し
た
事
例

長崎支店 課長 堀大助迄

TEL０９５－８２４－１９１０
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安心、有効な医療を活用するために
～病院・薬局など受診される際の留意点～

休日や夜間に、軽症の患者の救急医療への受診が増加し、緊急性の高
い重症の患者の治療に支障をきたすケースが多発し、そのことが病院勤
務医の負担過重の原因の一つとなっています。
必要な人が安心して医療が受けられるようにするとともに、皆様が保
険料や病院代（窓口負担）として負担している医療費等を有効に活用す
るため、医療機関・薬局を受診する際には次の点に留意しましょう。
★休日・夜間にお子さんの急な病気で心配になったら、まず小児科救急
電話相談(＃８０００ 長崎県小児救急電話相談センター※）の利用も考え
てみましょう。小児の医師や看護師からお子さんの症状に応じた適切な
対処の仕方等のアドバイスが受けられます。
★休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急性の高い患者を受け入
れるためのものです。休日や夜間に受診しようとする際には、平日の
時間内に受診することができないか、もう一度考えてみましょう。
★かかりつけの医師を持ち、気になることがあったらまずかかりつけの
医師に相談しましょう。

★同じ病気で複数の医療機関を受診するのは控えましょう。医療費を増
やしてしまうだけでなく、重複する検査や投薬によりかえって身体に
悪影響を与えてしまうなどの心配もあります。今受けている治療に不
安があるときは、そのことを医師に伝えて話し合ってみましょう。
★薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しましょう。（薬のもら
いすぎに注意しましょう。）
★薬は飲み合わせによっては副作用を生じることがあります。お薬手帳
の活用などにより、すでに処方されている薬を医師や薬剤師に伝え、
飲み合わせには注意しましょう。
★後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同等の効能効果
をもつ医薬品であり、費用負担も先発医薬品より軽減できます。「ジェ
ネリック医薬品希望カード」を医療機関や薬局に提示す
ることにより、後発医薬品の利用について相談にのって
もらうことができます。

組組組組組組組組組組組合合合合合合合合合合合指指指指指指指指指指指定定定定定定定定定定定温温温温温温温温温温温泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設ののののののののののの
料料料料料料料料料料料金金金金金金金金金金金変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更のののののののののののおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知らららららららららららせせせせせせせせせせせ

組合指定温泉施設である『ザ・パラダイス
ガーデン サセボ』の料金
が、左記のように変更にな
りましたのでよろしくお願
いします。

（平成２３年１１月現在）

平成２３年度特定健診実施
医療機関追加のお知らせ
平成２３年９月末の時点で、平成２３年度特定
健診実施医療機関として以下の医療機関が追
加になりましたので、お知らせします。

■天野内科
〒８５１‐１１３２ 長崎市小江原２丁目３５‐１６
TEL ０９５‐８９４‐８８００

■はら脳神経外科
〒８５６‐０８０６ 大村市富の原２丁目３５０‐１
TEL ０９５７‐４７‐９７７０

■山田整形外科スポーツクリニック
〒８５６‐０００８ 大村市松原１丁目４７２‐８
TEL ０９５７‐５６‐８０００

■わたなべ内科クリニック
〒８５５‐０８７５ 島原市中安徳町丁４３６４
TEL ０９５７‐６２‐１５１５

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、
バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、打たせ湯、
サウナ、寝湯、休憩室

大浴場、露天風呂、サウナ、
岩盤浴

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、打たせ湯、
ジャグジーシャワー、
ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サウナ、
水風呂、露天風呂、タル湯

屋久杉風呂、檜風呂、露天風呂、
サウナ、岩盤浴（別料金）

露天風呂、薬湯風呂、サウナ

サウナ、冷水風呂、壷湯、
ジェットバス、寝湯、塩サウナ、
家族風呂、シェイプアップバス

露天風呂、ローマ風呂、檜風呂、
寝風呂、ジャグジーバス、サウナ、
家族風呂、リラクゼーション

うずしお温泉美人の湯、露天風呂、
貸切家族風呂

露天風呂、展望風呂、タル風呂、
水風呂、サウナ、薬草風呂、
海草風呂、ジャグジー風呂

展望露天風呂、電気風呂、
ジャグジーエステ風呂、座り湯、
サウナ、岩盤浴（別料金）、
家族風呂（別料金）

所在地
電話番号

長崎市曙町３９‐３８
０９５‐８６２‐５５５５

長崎市野母町６９２‐１
０９５‐８９３‐１１３３

長崎市岩見町４５１‐２３
０９５‐８３３‐１１２６

西彼杵郡長与町
岡郷２７６２‐１
０９５‐８８７‐４１２６

西彼杵郡長与町
高田郷２８４
０９５‐８５６‐２６３１

西彼杵郡長与町
高田郷２２８９‐２
０９５‐８５６‐２６１７

雲仙市小浜町
雲仙３２０

０９５７‐７３‐３１３１

諫早市本野７‐１
０９５７‐２５‐８８２２

大村市
森園町６６３‐３
０９５７‐５０‐１１２６

佐世保市
谷郷町５‐３２
０９５６‐２３‐６１７０

佐世保市
崎岡町８５３‐１２
０９５６‐３９‐４８００

平戸市川内町５５
０９５０‐２３‐２１１１

平戸市田平町
野田免２１０‐６
０９５０‐５７‐１１１０

利用者負担
（自己負担）

４５０円

３５０円

１００円

２００円

５００円

４００円

１，２００円

７００円

０円

２５０円

３００円

１５０円

２００円

３００円

４００円

４００円

３５０円

３００円

２５０円

３００円

２００円

６００円

４００円

２００円

４００円

３５０円

２００円

３００円

３００円

３００円

３００円

補助券の額
（温泉券利用）

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

－

▲３００

－

－

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

▲３００

－

－

▲３００

－

－

▲３００

－

－

▲３００

－

▲３００

－

割引後の料金
（メンバーズカード）

７５０円

３５０円

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

５００円

－

７００円

４００円

－

－

５５０円

－

－

９００円

－

－

－

－

－

６００円

３００円

６００円

－

規定料金

８００円

４００円

４００円

２００円

８００円

４００円

１，５００円

７００円

０円

５５０円

３００円

１５０円

６５０円

３００円

８００円

５００円

６５０円

３００円

６５０円

３００円

２００円

１，０００円

４００円

２００円

７００円

３５０円

２００円

８００円

４００円

８００円

３００円

利用区分

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（５歳以上）

幼児
（５歳未満）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（６歳以下）

大人
（中学生以上）

小人
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（４歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

幼児
（３歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ
（旧イオス）

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

雲仙
スパハウス

天然いさはや温泉
“和スパ”

サンスパ
おおむら
ゆの華

万松楼
弁天の湯

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ

（※１）

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長
崎
・
西
彼
地
区

県
央
地
区

県
北
地
区

組合のメンバーズ
カード長建国保の

温泉補券

（各支部で
発行）

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
２０１１．１１．１

（※１）毎月２６日「風呂の日」は規定料金が半額（大人３５０円、小人２００円、幼児１００円）となり、補助券の使用は出来ません。

（１９７４年５月３０日 第３種郵便物認可） 第５５７号 ６�建 設 長 崎毎月１回１５日発行 ２０１１年（平成２３年）１１月１５日発行


